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明
治
十
八
年
洪
水
碑
・
徳
庵 

（
淀
川
大
洪
水
紀
念
碑
） 

明
治
十
八
年
六
月
＊

淫
雨
兼
旬
其
十
七
日
＊

水
＊

暴
漲
決
茨
田
郡
伊
加 

賀
村
堤
防
其
汎
濫
＊

湓
溢
延
及
茨
田
讃
良
東
成
三
郡
南
至
寐
屋
川
勢 

＊

浩
々
殆
乎
將
及
我
郡
部
内
於
是
假
修
築
堤
防
起
于
徳
庵
至
角
之
堂 

凡
一
千
八
百
有
余
閒
以
備
＊

不
虞
焉
其
二
十
八
日
劇
雨
疾
風
不
止
者 

二
晝
夜
水
勢
益
壮
遂
決
寐
屋
川
堤
防
＊

漂
沒
我
治
下
若
江
河
内
澀
川 

三
郡
五
十
余
村
老
弱
號
呼
悲
惨
萬
状
不
可
＊

方
物
郡
吏
警
官
為
設
桴 

筏
備
舟
楫
＊

拯
其
＊

墊
溺
又
給
庶
艱
食
者
以
衣
糧
護
送
之
于
＊

芝
菱
屋
東 

新
田
高
井
田
八
尾
久
寶
寺
諸
村
＊

梵
刹
＊

黌
舎
全
活
者
一
萬
二
千
四
百 

余
人
越
七
月
八
日
水
土
底
平
衆
庶
安
息
郡
邑
作
人
較
諸
享
和
文
化 

之
水
災
其
水
量
超
加
者
五
尺
有
余
寸
云
今
＊

禩
庶
民
罹
水
災
者
＊

胥
議 

曰
宮
家
保
護
之
恩
不
可
不
記
也
属
余
其
銘
辭
銘
曰 

＊

執
決
滔
水 

 

＊

泄
諸
尾
閭 

＊

救
墊
＊

恤
溺 

 

民
始
安
居 

明
治
十
九
年
七
月 

＊

丹
北 

高
安 

大
縣 

河
内 

若
江 

澀
川 

郡
長 

浦
橋 

僩
た
け
し 

（
こ
の
碑
文
は
、
『
東
大
阪
の
石
碑
』
東
大
阪
市
史
編
纂
委
員
会
編
集
、
を
参
考
に
し
て
、
筆
者
が
現
地
調
査
を

し
て
判
読
を
試
み
た
も
の
で
す
。） 

   
 

 
 

 

口
語
訳
大
意 

明
治
十
八
年
六
月
、
長
雨
が
十
日
も
続
き
、
同
月
十
七
日
に
淀
川
は
い
っ
き
に
水
か
さ
を
増
し
、
茨

田
（
ま
っ
た
）
郡
伊
加
賀
（
い
か
が
）
村
で
堤
防
が
決
壊
し
た
。
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
氾
濫
し
た
水
は
溢
れ

か
え
り
、
茨
田
・
讃
良
（
さ
ら
ら
）
・
東
成
の
三
郡
に
及
び
、
南
は
寝
屋
川
ま
で
至
っ
た
。
あ
た
り
一
面

に
浩
々
と
水
が
広
が
り
、
ほ
と
ん
ど
ま
さ
に
わ
が
郡
内
に
ま
で
及
ぼ
う
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
徳

庵
か
ら
角
之
堂
（
す
み
の
ど
う
）

ま
で
の
凡
そ
千
八
百
余
間
に
仮
設
の
堤
防
を
築
き
、
不
測
の
事
態
に
備

え
た
。
同
月
二
十
八
日
に
は
、
二
昼
夜
に
わ
た
り
劇
雨
疾
風
が
止
ま
ず
、
水
の
勢
い
は
ま
す
ま
す
壮

ん
に
な
り
、
つ
い
に
寝
屋
川
の
堤
防
が
決
壊
し
て
、
若
江
・
河
内
・
渋
川
の
三
郡
五
十
余
村
は
水
没
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し
て
し
ま
っ
た
。
年
寄
や
子
供
は
大
声
を
上
げ
て
わ
め
き
叫
び
、
そ
の
悲
惨
さ
は
例
え
よ
う
も
な

か
っ
た
。
郡
の
役
人
や
警
官
は
、
桴
（
は
し
け
）

や
筏
（
い
か
だ
）

を
作
り
、
舟
を
漕
い
で
溺
れ
て
い
る
も

の
を
救
助
し
、
食
べ
物
に
困
っ
て
い
る
も
の
に
は
、
衣
服
や
食
料
を
与
え
て
、
こ
れ
を
芝
、
菱
屋
東

新
田
、
高
井
田
、
八
尾
、
久
宝
寺
の
諸
村
の
寺
院
や
校
舎
に
護
送
し
た
。
生
存
者
は
、
一
万
二
千
四

百
余
人
で
あ
っ
た
。
七
月
八
日
に
な
る
と
、
水
没
し
て
い
た
地
面
が
現
れ
、
人
々
は
や
っ
と
安
息
し

た
。
小
作
人
た
ち
は
、
享
和
・
文
化
の
水
害
と
比
較
し
て
、
水
量
は
そ
れ
よ
り
も
五
尺
あ
ま
り
高
か

っ
た
と
い
い
あ
っ
た
。
今
年
に
な
っ
て
、
水
害
に
罹
災
し
た
庶
民
た
ち
が
相
談
し
あ
っ
て
い
う
に

は
、
宮
家
か
ら
受
け
た
保
護
の
ご
恩
は
、
記
録
に
残
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

余
は
記
念
碑
の
銘
辞
を
託
さ
れ
た
。
そ
の
銘
に
曰
く
、 

 
 

執
決
滔
水
： 

堤
防
を
決
壊
さ
せ
て
洪
水
を
排
水
し
、 

 
 

泄
諸
尾
閭
： 
末
端
の
水
門
を
す
べ
て
開
い
て
排
水
し
、 

 
 

救
墊
恤
溺
： 
溺
れ
た
も
の
を
救
っ
て
助
け
て
い
た
だ
き
、 

 
 

民
始
安
居
： 

住
民
は
は
じ
め
て
安
居
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

＊
淫
雨
（
イ
ン
ウ
）
： 

な
が
あ
め
。 

＊

水
（
デ
ン
ス
イ
）
： 

 

は
国
字
で
、
音
は
「
デ
ン
」。『
周
礼
』
考
工
記
・
匠
人
の
註
に
い
う
、「
奠

水
（
デ
ン
ス
イ
）
は
淳
（
た
ま
る
）
水
な
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
音
通
で
「
澱
（
デ
ン
）
」
を
仮
借
し
た
も
の
で 

水
は
「
澱
水
」、
す
な
わ
ち
「
淀
川
」
を
指
す
。 

＊
暴
漲
（
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
）
： 

い
っ
き
に
水
か
さ
を
増
す
こ
と
。 

＊
湓
溢
（
ホ
ン
イ
ツ
）
： 

溢
れ
か
え
る
こ
と
。 

＊
浩
々
（
コ
ウ
コ
ウ
）
： 

広
々
と
し
た
水
の
さ
ま
。 

＊
不
虞
（
フ
グ
）
： 

思
い
が
け
な
い
、
予
期
し
な
い
こ
と
。 

＊
漂
沒
（
ヒ
ョ
ウ
ボ
ツ
）
： 

「
漂
」
は
沈
む
、
沈
澱
す
る
の
意
。
漂
沒
は
沈
没
す
る
こ
と
。 

＊
方
物
（
ホ
ウ
ブ
ツ
）
： 

識
別
す
る
こ
と
。 

＊
拯
（
シ
ョ
ウ
）
： 

す
く
う
、
た
す
け
る
。「
救
」
と
同
義
。 

＊
墊
溺
（
テ
ン
デ
キ
）
： 

「
墊
」
は
溺
れ
る
こ
と
。
洪
水
で
溺
れ
、
孤
立
し
た
要
救
助
者
を
指
す
。 

＊
芝
： 

河
内
郡
芝
村
。
今
の 

中
石
切
町
の
あ
た
り
。 

＊
梵
刹
（
ボ
ン
サ
ツ
）
： 

寺
院
を
い
う
。 

＊
黌
舎
（
コ
ウ
シ
ャ
）
： 

学
校
の
校
舎
。 

＊
禩
（
シ
）
： 

「
祀
」
の
異
体
字
。「
年
」
と
同
義
。 

＊
胥
議
（
シ
ョ
ギ
）
： 

相
談
し
て
は
か
る
こ
と
。 

＊
執
決
（
シ
ツ
ケ
ツ
）
： 

堤
を
決
壊
さ
せ
る
こ
と
、
わ
ざ
と
切
り
。 

＊
泄
（
セ
ツ
）
： 

も
ら
す
、
お
し
だ
す
こ
と
。
本
文
は
洪
水
を
排
水
す
る
こ
と
を
い
う
。 

＊
救
墊
（
キ
ュ
ウ
テ
ン
）
： 

溺
れ
た
も
の
を
救
う
こ
と
。「
墊
」
は
溺
れ
る
。 

＊
恤
溺
（
ジ
ュ
ツ
デ
キ
）
： 

溺
れ
た
も
の
を
あ
わ
れ
み
施
し
を
与
え
る
こ
と
。 

＊
丹
北
（
タ
ン
ボ
ク
）
： 

丹
北
郡
。
今
の
東
住
吉
区
矢
田
、
平
野
区
瓜
破
、
松
原
市
の
あ
た
り
。 


